
教化名 年間授業時数 学年

触 備

保健

備

計

19日寺FH]
98日寺F幻
117離手屏尋

3

授業形態 指導者名
2ク ラス合同・ 3学年合同 鮪鰤呻授珀 森 逸美。柏木 洋輝

教科書(発行所) 最新 中学欄尉期靖 餘式会社 剰劾増 向

教科書以外の教材 (発行所) 中学体育実技触 会社 学研貌育みらい)

目 標

学習のねらい

体育や保健の見方:考え方を働かせ,課題務 見し,合理的な解決に向けた学習過麗を

通して,心と体を一体として捉え,生涯にわたつて心身の的 進し豊・かなスポーツ

ライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)運動の合理的な実践を通して,運動の楽しさや喜びを味わい,生涯にわたつて運動

を豊かに実践することができるよう1こするため,運動,体力の必要性について理解す

るととも1こ;基本的な技能を身に付けるようにする。

12)運動についての自己や仲間の課懸甦発見し,合理的な解決に向けて思考し判断す

るとともに,自 己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

(3)運動における競争や協働の経験遊通して,公正に取り組む,互いに協力する,自 己

の責任を果たす,参画する,一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て

るとともに,'き康・
~姓
を確保して,生涯にわたつて運動に親しむ態度をも 。

《備 分野》

1体つくり運動
体を動かす楽しさや心地よさを味わい,運動務鶴統する意義,体の構造,運動の原則

などを理解するとともに,健康の保持増進や体力の向土を目指し,目的に適した運動

の計画を立て取り組む。
2暑的腱動

技ができる楽しさや喜びを味わい,運動観察の方法や体力の高め方などを理解する

とともに,自己に適した技で壊破サることができるよう1こする。

3靭
記録の向上や競浄の楽しさや喜びを味わい,体力の高め方や運動観簾の離 まどを

理解するとともに,各種目特有の技能を身に付けることができるようにする。

4難
勝敗勅 楽しさや喜びを味わい,体力の高め方や運動観燦の方法などを理解すると

ともに,作戦に応じた技能で仲間と連携しグームを展開する。

5鍼
技を高め勝敗を賜 楽しさや喜びを味わい,伝統的な考え方,技の名称や見取り稽古

の仕方,体力の高め方などを理解するとともに,基本動作や基本となる技を用いて攻

防を展開することができるようにする。

6ダンス
感じを込めて踊つたり,みんなで自由に踊つたりする楽しさや喜びを味わい,踊りの特

徴と表現の仕方や運動観察の方法などを理解するととも1こ ,イメージを深めた表現くヽ
。

踊りを通した交流や発表をする。



出題方針 ・教科書の内容を中心に,ノートあ

"レ

リントなどから出題する。

第1回考査 なし

第2回考査 体つく卵郵効・陸上競技・球技・保

'謹

など

第3回考査 なし

第4回考査 なし

範囲

(予定)

出
群 末考査 [二醜 翔改・ダンス・保健 など

定期考査

7体育理論:文化としてのスポーンの意義
体つくり運動,ダンスや野外活動などを含む広義のスポーンが,人々の生活や人生を

豊かにするかけがえのない文化となっていること,また,そのような文イヒとしてのスポ
ーツが世界中に広まつていることによつて,現代生活の中で重要な役割を果たしてい

ることなどの現代添ポーツの価値について理解できるようにする

《勒 》

1健康な生活嚇 の予防
の 感染症の予防

の感染症の予防

感染症は,病原体が環境を通じて主体へ感染することでに る疾病であり,適

切な対策を講ずることにより感染のリスクを軽減することができることを,例え

ば,鱒 ,コレラ,ノロウイルスによる融 胃月励炎,膨 ,ルなどを適宜取り
上t班 きるようにする。
⑦章 ズ及び性感染症の予防
エイズ及び性感染症の増加傾向と青少年の感染が社会問題になつていること

力ち,それらの疾病概念や感染経路について蜂 るようにする。

(力)健康を銘 社会の取組

健康の保持増進や疾病の予防には,健康的な生活行動など個人が行刀螂控

ともに,社会の取組が有効であることを理解できるよう1とする。

2砲表瑞
(アl身体の環境に対する適商絶か鞠

⑫気温の変化に対する適応能力とその限界

気温の変化に対する体温調節の機能を例として取り上げ,身体には,環境の

変化に対応した調節機能があり,一定の範囲内で環境の変化に適応する能力

があることを蜂 るようにすると

⑦平輯 明るさの期
温度,湿度,気流の温熱条件には,人間が活動しやすい至適範囲があること,

温熱条件の至適範囲は,体温を容易に一定に保つことがミ る範囲であること

を〕螂階礎:るようにする。

lイ川 や空気の衛生的管理

⑫飲料水の衛生的管理

水は,人間の生命の維持や健康な生活と密接な関わりがあり重要な役割を果

たしていること,飲料水の水質については下定の基準が設けられており,水道

緞 を設けて衛生的な水を確保していることを理解できるよう1こするとともに,

飲料水としての適否は科学的な方法によつて検査し,管理されていることを理

障 るようにする。

⑦空気の衛生的管理

室内の二酸化炭素は,人体の呼吸イ乍用や物質の燃焼により増加すること,そ
のため,室内の空気が汚れてきているという指標となること,定期的な換気は

室内の二酸化炭素の濃度を衛生的に管理できることを理解できるよう1こする。

(ウ )ど掛腎に的 働 の維 鯉

人間の生活に伴ちて生じたし尿やごみなどの廃棄物は,その種類に即して自

然環境と汚染しないように衛生的に夕と理されなければならないことを理解でき

るよう1こする。



評価の観点
・評価の方法

・評価の観点は、①知識。技能、②思考力・判断力・表現力など、③主体的に学習に取り

組む態度、の頭 目とする。

(l体育分野ll
・評価の方法は、自己評価。相互評価。レポエト提出・週鋤聰総テスト出席状況など、によ

り、縦解平均Iヨ観沫胡町1こ副印附ナる。
・毎時間が評価の対象であり、数回の運動破能テストも徳 。

《鉤
・評価の方法は、定期考査・提出したノートやレポートなどの記述内容、出席状況など、

1こより、経濫平均に観 II訂刊に評印予ナる。

先生からアドバイス

(予習・復習の方法、

授業の受け方、
ノT卜の取り方など)

((体育分野ll
・更衣を早くして、授業には遅刻しない。
・体調の自己管理をし、体調が悪いときには担当教師に申し出る。[付箋などを活用]
・準備物恕整えて、忘れ物をしない。

《,闇匙知野》

萌鞘ファイルやノエトなど、提出物を大切にする。
ファイルやノートな潮 内容の評価は大きいので、しつかりと考察して屁出しましょう。
・準備物を整えて、忘れ物をし′浪セ竜



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )
朝 月 学 習 内 容 時数 学 習 の ポ イ ン ト

前期

4

5

6

7

8

9

・体つくり勘  (体ほぐしの動

・体つくり運動 (体力を高める運動)

・陸ね焼伎l短
~I離
走・リレエ)

・文化としてのスポーツの意義

・球技 lバレーボール)

・遇劉際r重目

□離 俄Ю  回難  (テニス鍔謀翔

・健康な生活と疾病の予Fノt

《第2回考査》

iダンスlフォークダンス)

・球技 lノシケットボールl

・週劉豚節重目

回武道倹噛  □球技 (テニス・卓球l
・健康な生活と疾病の予防

6

6

6

4
4

8

4

6

4

8

4

・自己の体に気催 、仲間と交流する。     :
・上級止と下級生の交流を深める。

・互いに協力しながら、体力を高める。

・安全に留意し、基本技術を習得する。
・互い協力しながら、手際よく測熱 るようにする。

・運動時スポーツについて理解を深める。
・安全に留意し、互いに協力し′演がら、基本技術彦習

得する。また、練習やゲーム暫う。
・安全に留意し、互いに協力し′ぶがら、勤 習

得する。また、練習やゲームわ 。

・生活の中で、改善や実践の仕方を理解する。

・互いに協力しながら練習をそヨわ。

。安全に留意し、互いに協力し′Fがら、効 習

得する。また、練習やグーム暫わ。

・安全に離 、互いに協力し′Fがらく墓勢む硲臆習

得する。また、練習やゲーム暫わ。
i生活の中で、改善や実践の仕方を理解する。

後期

11

12

1

2

・球技 lノミスケットボールl

・翼曇抹節重目               i
□武道俄噛  回球技(テニス・卓球l
。健康と環境

・球技 lバレーボールl

・卜二醜 l長I離走l

・週劉訴節重目

□[二L競技 □器期選鋤j回ダンス

《年度末考査》

4

12

11

8

10

12

・安全に離 、互いに協力し′Fがら、基本技術甦習

得する。また、練習やゲームわ 。

・安全に印 、互いに協力しテ演がら、効 習

得する。また、練習くけ―ム暫わ。

・生活の中で、改善や実践の仕方を理解する。

・安全に留意し、互いに協力しながら、基本技術を習

得する。また、練習やゲーム暫わ。

・自分の目標を立て、ペースを設定して安れ たタイ

ムで走ることを最上位の目標とする。

・安全に留意して互いに協力し′ぶがら、基本技術を習

紺 る。

総時間数 117 体育 98嘲 保ケ墓 19輔



教 科 名 年間授業時数 学 年

技術・家庭科 (技術分野 ) 20 3

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 木挽屋 菜摘

教科書 (発行所 ) 技術・家庭 技術分野 ( 開隆堂 )

教科書以外の教材 (発行所) 技術・家庭ノー ト ( 開隆堂 )

目  標

実践的・体験的な学習活動を通してエネルギー変換及び情報に関する基礎的・基本的な知識及び

技術を習得するとともに、技術と社会や環境とのかかわりについて理解を深め、技術を適切に評価

し活用する能力と態度を育てる。

学習のねらい

D 情報の技術
(1)生活や社会を支える情報の技術について調べる活動などを通して,次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 情報の表現,記録,計算,通信の特性等の原理・法則と,情報のデジタル化や処理の自動化,システム化,情報セキュリテ
ィ等に関わる基礎的な技術の仕組み及び情報モラルの必要性について理解すること。

イ 技術に込められた問題解決の工夫について考えること。
(2)生活や社会における問題を,ネ ットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミングによつて解決する活動
を通して,次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 情報通信ネットワークの構成と,情報を利用するための基本的な仕組みを理解し,安全・適切なプログラムの制作,動作の
確認及びデバッグ等ができること。

イ 問題を見いだして
'果

題を設定し,使用するメディアを複合する方法とその効果的な利用方法等を構想して情報処理の手順を

具体化するとともに,制作の過程や結果の評価,改善及び修正について考えること。
(3)生活や社会における問題を,計測・制御のプログラミングによつて解決する活動を通して,次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。

ア 計測・制御システムの仕組みを理解し,安全・適切なプログラムの制作,動作の確認及びデバッグ等ができること。
イ 問題を見いだして課題を設定し,八出力されるデータの流れを元に計測・制御システムを構想して情報処理の手順を具体化
するとともに,制作の過程や結果の評価,改善及び修正について考えること。

(4)これからの社会の発展と情報の技術の在り方を考える活動などを通して,次の事項を身に付けることができるよう指導す

る。

ア 生活や社会,環境との関わりを踏まえて,技術の概念を理解すること。
イ 技術を評価し,適切な選択と管理・運用の在り方や,新たな発想に基づく改良と応用について考えること。

定 期 考 査

出題方針
教科書の内容を中心に、技術 。家庭総合ノー ト、問題集、教材プリントなどから出

題する。

範  囲

(予定)

第 1回考査

第 2回考査

第 3回考査

第 4回考査

年度末考査

実施しない

D情報の技術
○計測・制御のプログラミング

実施 しない

実施 しない

D情報の技術
○双方向性のあるコンテンツのプログラミング

評価の観点・

評価の方法

○評価の観点は、「知識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の3

項目である。

O具体的な評価は、定期考査、授業中での作品、技術・家庭ノー ト、教材プリント、レポートなど

を適正に活用して総合的に行う。また必要に応じて自己評価も取り入れる。

先生からア ドバイス

(予習・復習の方法、授業

の受け方、ノー トの取り

方など)

技術は、実践的・体験的な学習活動を通して、情報やコンピュータの活用に関する基礎的な知識と

技術を習得するとともに、プログラミングに関する学習を通して、将来の自分の夢を実現するとき

にいかされる技術的素養を身に付ける学習です。

技術が果たす役割について理解を深め、それらを適切に活用する能力と態度を身に付けることが

大切です。学習を通して、将来の自分の夢を実現するときにいかされる技術的素養を身に付けまし

ょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

学期 月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

日lJ

期

後

期

4

５

　

６

　

７

9

10

11

12

1

2

O情報の技術
0情報とコンピュータ
・コンピュータの構成

・コンピュータの機能と装置

・コンピュータを使つて機器を自動で動かすしくみ

・コンピュータによる処理のしくみ

0計測・制御による問題解決
《第 2回考査》

0双方向性のあるコンテンツによる問題解決
0情報の表現と伝達
:使いやすさを工夫した情報の表現
・メディアを利用した情報の表現

・情報通信ネットワークのしくみ
・Webの しくみと情報の表現

0情報とコンピュータ
・情報のデジタル化
・デジタル情報の特徴

0情報セキュジティと情報モラル
・情報セキュリティ

・情報モラル

・知的財産の保護と活用

《年度末考査》

0これからの情報の技術

1

7

7

3

1

1

・コンピュータシステムの構成とソフ!ト ウェアの働きを知る。

・コンピュータがもつ主な機能と主な装置の仕組みを知る。

・計測・制御システムの基本的なしくみと各要素のはたらきを

知る。

・プログラムによる処理の自動化の方法を知る。

・使用するロボットにおける基本のプログラムを制作する。

・計測・制御のプログラミングを利用した問題解決の手順を知

る。

・課題の解決策を条件を踏まえて構想する

・プログラムの試行 ,試作を通じて設計を具体化し、フローチ

ャートにまとめる。

・情報の使いやすさやわかりやすさに関する工夫を知る。

・情報の表現手段やコンテンツの特徴を知る。

・情報通信ネットワークの構成や情報をやりとりするしくみを

知る。

・Webにおける情報の表現方法を知る。
・互いにコメントなどを送受信できる簡易なチャットのプログ

ラムを制作する。

・双方向性のあるコンテンツのプログラミングを利用した問題

解決の手順を知る。

・課題の解決策を条件を踏まえて構想する
。プログラムの試行・試作を通じて設計を具体化し、フローチ

ャートにまとめる。

・情報のデジタル化のしくみやデジタル情報と情報の量の関係

を知る。

・デジタル化された情報の特徴や情報を圧縮する目的と基本的

な仕組みを知る。

・情報セキュリティの重要性と危険を防ぐための技術を知る。

・基本的な情報セキュリティ対策をまとめる,

・情報モラルの必要性と情報を収集・発信するときに注意する

ことを知る。

・情報社会で人権などの権利を尊重する必要性を考える。

・知的財産を保護する必要性と利用方法を知る。

・知的財産の望ましい活用を考える。

・情報の技術での学習を振り返る。

・情報の技術の見方・考え方について考える。

・情報の技術を評価し、適切な選択と管理・運用のあり方や、

新たな発想に基づく改良と応用について考える。

総 時 間 数 20



教 科 名 年間授業時数 学 年
技術・家庭科 (家庭分野) 19 3

授 業 形 態 指 導 者 名

前期 :一斉授業 後期 :一斉授業 小 山 有 紀

教科書 (発行所) 技術・家庭  家庭分野 (開隆堂)
教科書以外の教材 (発行所) 中学校技術 。家庭科用 技 。家ノー ト 家庭分野 (開隆堂)

目   標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、
よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫し倉叫造する資質。能力を次のとおり育成することを目

指す。
(1)家族 。家庭の機能について理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や 環境などについて、
生活の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるように

する。
(2)家族 。家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想
し、実践を評価・改善し、考察したことを論理的に表現するなど、これからの生活を展望
して課題を解決する力を養う。
(3)自分と家族く家庭生活と地域との関わりを考え、家族や地域の人々と協働し、よりよい

生活の実現に向けて、生活を工夫し創造しようとする 実践的な態度を養う。

学 習 の

ね ら い

A 家族・家庭生活
(2)幼児の生活と家族
ア 次のような知識を身に付けること。
(ア)幼児の発達と生活の特徴が分かり、子供が育つ環境としての家族の役割について理解す
ること。

(イ )幼児にとつての遊びの意義や幼児との関わり方について理解すること。
イ 幼児とのよりよい関わり方について考え、工夫すること。
(3)家族・家庭や地域との関わり
ア 次のような知識を身に付けること。
(ア)家族の互いの立場や役割が分かり、協力することによつて家族関係をよりよくできるこ
とについて理解すること。

(イ)家庭生活は地域との相互の関わりで成り立っていることが分かり、高齢者など地域の
人々と協働する必要があることや介護など高齢者との関わり方について理解すること。

イ 家族関係をよりよくする方法及び高齢者など地域の人々と関わり、協働する方法につい
て考え、工夫すること。

C消費生活
(1)金銭の管理と購入
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
(ア )購入方法や支払い方法の特徴が分かり、計画的な金銭管理の必要性について理解すること。

(イ)売買契約の仕組み、消費者被害の背景とその対応にういて理解し、物資・サービスの選択に必

要な情報の収集・整理が適切にできること。
イ 物資・サィビスの選択に必要な情報を活用して購入にういて考え、工夫すること。

(2)消費者の権利と責任
ア 消費者の基本的な権利と責任、自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影響について理

解すること。
イ 身近な消費生活について、自立した消費者としての責任ある消費行動 を考え、工夫すること。

定 期 考 査

評価の観点 日

評価の方法

目   標

出題方針 教科書とノートの内容を中心にプリント、ワークシー トからも出題。

範 囲
(予定)

第 2回考査 ・金銭の管理と購入  ・消費者の権利と責任

年度末考査
。幼児の生活と家族

。家族 :家庭や地域との関わり

学 習 の

ね ら い

・評価の観点は家庭科の「知識。技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の3,点とする。

・授業への取り組み方、発表・プレゼン・レポート、ワークシートの記述等から総合的に評価する。

定 期 考 査

・忘れ物をしない。   ・時間を守る。   。人の話を集中して聞く。
。課題をきちんと行い提出する。   。学習内容を家庭で実践する。
・自らの家庭生活を見つめ、家庭生活に対する課題や考えをもつ。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )
学

期
月 学 習 内 容 時数 学 習 の ポ イ ン ト

日lJ

期

4

5

6

7

8

9

O購入・支払いと生活
①いろいろな購入方法

②購入前に知つておくこと

③いろいろな支払い方法

④情報を活用した上手な購入

O消費者被害と消費者の自立

①なくならない消費者被害

②消費者を支えるもの

③消費者の権利と責任

(第 2回 考 査 〉

③幼児の心の発達

④発達にとつてのおとなの役割

O幼児の生活と家族
①幼児のころと今の自分

②幼児の体の発達

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

・店舗販売と無店舗販売の特徴がわかる。

・売買契約について問題発生の原因や予防方法を含め、理

解する。

・即時払い、前払い、後払いの特徴を理解し、利点と問題J点

を理解する。

・生活情報の収集や活用のしかたを理解し、目的に合つた商

品を選ぶことができる。

・消費者被害の現状や背景にっいて理解し、予防の方法が

わかる。

・消費者を支えるしくみについて理解できる。
C消費者の権利と責任について理解し、自立した消費者をめ

・幼児期への関心をもつ。

・幼児の身体の発育について、発達の方向性や順序性

とともに、個人差があることを理解する。
。幼児の言語・認知 :情緒・社会性等の発達について

理解する。

・子どもが育つ環境としての家族や周囲のおとなの役

割について理解する。

後

期

10

11

12

1

2

⑤遊びが必要なわけ

⑥遊びを支える環境

O家庭生活と地域のかかわり
①家庭生活と地域での活動

②多様な人びとが暮らす地域

③地域に暮らす高齢者

④高齢者とのかかわり

く年 度 末 考 査 〉

1

2

1

1

1

1

。自分の実践的 。体験的な活動を通して、幼児にとつ

ての遊びの意義を理解する。

・幼児にとつて遊びは生活そのものであり、十分な遊

びを経験できる環境が重要であることを理解する。

。家庭生活は、地域との相互のかかわりで成り立って

いることを理解する。

・地域で多様な人びとが暮らせるための工夫を理解す

る。

・地域で活動する高齢者や、見守りが必要な高齢者な

どさまざまな高齢者がいることを理解する。

・地域で活動する高齢者や見守りが必要な高齢者との

かかわりを考える。

総 時 間 数 19



教 科 筈 郷闇麗細寺数 学 年

英  語  (英 語・莞 誕 ) 195 3

授業形態 指導者名

召熱度別による少人数授業および二斉授業 吉本亜希穂 毛利さや淘` 隆巾G191n Ph附

教科書 (発行所 ) NBIVHOttON EttlshCOurse3(鵡 )

教科書以外の教材(発行所 )

・実力練成テキスト3側里)
。中高―買テキストNMttК災則RE ttge2Third□脳 修会出片反)

・NEW駅酬聞RE文法問題集 S菊酵 Q会出片反)

・チャンクで英朝詔的nda測

目  標
外国語 ∝ Э によるコミュニケ‐ションにおける見庖・者え方処 外国譴による「間くこ

と」、醐 こと」、Mこ と (やりとり)G親0」、「書くこと」の言語活動を通して、簡単な情報中
者えなどを理解したり表現したり伝え合つたりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成する

ことを目指す。

学習のオaらしヽ

・言語の4技能5領域 (「間くこと」「話すこと (やりとり)(発表)」「読むこと」「書くこと」
をバランスよく学習する。
・ 250語程度のまとまつた英語を聞いて、その内容を理解することができる。

・質問・癌答・紹介・交渉・説明・論理的な自己表現などができる。

・2∞語程度のまとまつた英語を読んで、その内容を理解することができる。

・基本的な文法・語いを使つて、3∞語程度のまとまつた英語を書くことができる。

定期者査

出醐

中高工貫テキストNEWTREAttRE―を中心|ミ 検定教科善にも触れながら、副懃材
F― 教材プリントなどから出題す&
唖 Q瀾即訥印的n融四す行う方針で柘

範 囲

(渤じ

第2回者査

第3回者査

第4回者査

年隊 者査

中高工貫テキスト NEWTR[A鼠 )RE2 Ltton7-8 検定教利書内容

中高工貫テキスト NEWTREAttJRE2 Ltton針Ψ10検定教科書内容

中高一貫テキス ト NEWTRFA駅 )RE2 Ltton ll  検定教科書内容

中高ユ買テキスト NttWR[AttJRE2 Ltton 12  穣定教円書内容

言輌 嚇 見点 ・

訓面Cガう去

評価卿 よ 矢隠脂捕 獣思者・判断・報

具体的な評価|よ 定期者査を中心1鼠 フアイメ吹 単元屏スト、翻 蜘 を含む繋諷 酢

の取組状況等を適切に活用噺 鰤 に行う。

先生からアドノヾイス
(認 ・ 佑霊ヨ V)亡 蒻 気  陶

翻)は ノート釧 又り方など)

中学3年生では、習熱度別 (希望による)少人数授業を展開します。標準コースではこれまでの学習と

同様に、基礎・基本の定着を目指した演習や言語活動などを通して学習を進めていきます。発展コースで

はより細かな文法指導やその文法を駆使したより発展的な言語活動などを通して、言語使用場面に合わせ

て学習したことを実践的なものにまで高めていきます。

どちらのコースにも共通して大切なことは、①醇習②授業③復習のサイクルを確立することです。家庭

学習は高校進学をネ見里予に入れ、1時間以上を目標に取り組みましょう。ます、①じ習では、単語調べ、文

法問題集 (Baoc)をできる範囲でやつてきましょう。ラ習の段l皆で疑間に思つたことは授業で確認嵌 そ

れでも不明な点は授業後に先生に確認しましょう。②腰業で|よ 言語活動中は音を大切にしてしつかりと

発音することです。五感をフル活用しましょう。一ん、書く練習やまとめの作業では静かに書くことで整

理します。活動の1つ 1つにねらいをもち、けじめをつけて学習しましょう。さらに、ペアなどによる学

ぴ合いの姿勢も大切に欧 お互いに高め合つていきましょう。その日学習したことは町夢③復習します。

文法問題集 (Standard)をしたり、実練をしたり、教科書を音読したり、文法事項を自分でまとめたりす

るなどの努力を欠pさすしましょう。                   。週5時間の授業と毎日
の家庭学習 (1時間以上)をフル活用して、実践的な英語力を身に付けていきましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分 授業 )

螂 月 学 囲 内 容 醐

日」

期

4

5

6

7

8

9

Un靴 0
Discovera N(測 Ыde of

Ciass磁
Un附 1

VVhatis special aboutJapane

se pop culi」Ю?

Un■ 2

Howdoyou chooseyour

dothes?

・ 1・ 2年の振り返り

`現
在完了 経験 完了 継続
。現在完了進行形

2年時の復召
Sttge2

-n7
FθθゴИ′αtt byαρβ打

。現在完了形 (完了・結果

鰊 ・ 飾 )

。現在完了進行形

22

22

Un■ 3

Howcan we save animaぽ

SttgeA蜘 1
DiscoverJapan

。コ司こ:司

。日本やウRI止の文化などについ

て、詳ししWttRを加えて説明

することができる。

Ltton 8

Skating fbrPeace

。名詞

・不定代名詞

・再帰代名詞

5

22

《第2回晋査 》 《第2回も査 》

山頭るRttd l

A Mothert Lulbby

・場面の変化や登場人中/初の心情

を読みとる

復習 4

Un託 4
Howcan we help each other

in a disasteP

・間接疑間文 L固on 9
hankYo叫 KakaMurad

°日U置修飾と後置修飾
。分詞の形容詞用法

22

後

期

10

11

12

1

2

Un託 5

What makesa g∞ di∞deP

・関1糸代名詞

・後置修飾

m_①
Can Magne`Help the

GЮwth ofSovbean Seedギ

22

時 帥 2

MyActMly Repo武

。これまでの経験を振り返つて

活動報告を発表することがで

き晟

L-10
AるddNにlamlbr廿le

磁 Tme

・関係代名詞

(主格 。目的格) 22

《第3回薔査 》 《第3回も査 》

Un監 6

Whatdoes l meanto be a

global citizen?

。
1属3こ」翌【 (呻 ) L-11

Altt M調Ⅵ研фg耳咆討百
・不定詞の発展的用法
。It～ lfO卜 )tO.¨

・疑間詞十わ
。toO～ to..7enoughto～

・届詞形不頂E言司

22

《第4回港査 》 《第4回者査 》

[ 冬季休業中 ]

Sttgem3
隆ばs Have a Mini Debate

腱皓 Rttd 2

PowerYour Fut」re

ヒ皓 Rttd 3

Coloring OuLidethe ttnes

・主張とその理由を明確にしな

がらミニディベートをするこ

とができる。

・概要を理解呟 自分の者えや

意見を述べることができる。
。人物の歩みや功4黄を読み取り

自分の感想を述べることがで

きる。

L岱on 12
AWarSto弾‖er'Om the
Himeyutt SttdentCorps

m_②
AⅥt〕― 肺 的 ed

R3oplttOldに《

。間接疑間、付加疑間

・感嘆文

・仮定法過去

22

《韓 》 《韓 》

3年間の総まとめ 5

スプリングチャレンジ 》《

総時間数 195



令不口8年度 岡山県立倉敷天城中学校

第 3学年 道徳年間指導計画

学校の教育目標 科学的思考力聯 1撻力を身に付け、21世紀の社会を各分野で主体的に担つていくことが苺 る生徒の育成
臓 詢輔腔国際的な感覚を身に付け、国際社会て`活躍て'きる知的バランスのとれた生徒の育成

豊かな人間性をもち、自れ 他を尊重しながら個性を伸長する鵡 生徒の育成

雑

検定教科書「中学生の道約慟

学年の重点項目 広い視野をもち、何事にも最善初熙くり馳像の実現を目指して自己の人生をりlり開く意欲と態度テr育てる。

月 鶏 鱒
卵

資料名 れらい

4

オツエンテーション オリエンテーション 生徒が主体白旬I已慕しく道衡学習に取り組めるよう、諭 を引き阻

責任ある14断 卜 (1) リクエスト
自分たちの欄ガ みな行為を降や勘開藤君たちの心情を期 191朗 ることを通して、自律的れ巴考や判断と責任の畑 きに気づき、自主的によく
考えて判断し、行動の結果魏 をもつ道摘的憾度を養う。

家族のと黒ヤⅥ愛l育 併(10 常Ю球奏kり
おひだまりの下で本当の自分硼思いを見つめるあずみの′H青について考えることを通して、家族の愛情と自らつ 念とで生まれる、砕lこ気

づき、自分自身と家映の関係を見直し、よりよ予塚朕関係を集いていこうとする郡 l― 欲を培う。

6

中 心 隣 191
目の見えない白罵さんとアー トを

現勢といく

目の見えない白鳥さんとは 体験における鑑賞者♂)刻と,こついて考えることを通して、いるいるなものの見方や考え方を学ぶことで自己を高めてい

けることに気づか虫 覚容の心でそれぞヤい を尊重しようとする鞭 を養う。

自Hユ●テる`b 卜 12) リアルとネットの不層盛
唄農の生淵こ置き換えるとおかしなことがインター■、ット上ではよく起きている理由を考えることを通して、博風快器て

。
l】度を過ごしく‐

'く

なること

の要因とより慎重l勢えることの大切さに気づき、節陵を守り、安全〔術 田のある生活を送ろうとするご陣釧H断力を高める。

生命の尊さ l>(191 誰力'のために
残りわずかな時間を娘のためL力贈こ生きようとする母の姿から、 町働)のために生きるJことについて考えることを通して、生命の尊さを有椒性や
関係性など多面的。多角的に理解し、力ヽすがえの′FI｀ア飾 を尊重する道御的哺 を仙

希望をもつて生きる 卜 14) 夢
^の
ステップリヤ渉調辟

目標設定シートが大彿醸引と与えた影鞘こついて考えることを通して、目標達成を目指して努力を積み重ねることは自信と次に向l'り隣 る勇気をも

たらすことに気づき、自己の可能性を伸ばし、より高い目標の進成を目指して人生を切り拓いていこうとする道徳的態度を養う。

G

役割と責lとの自覚 併 (151 監督力iくれたメダル
嫌だつたノックを群 lこ打つようになつた「奉ムJの心の朗鋏こついて考えることを通して、集団における役割を果たすよさく状 切さに気づき、自己の

所属する烈国の意義伸役割を理解し、責任を自覚して集団陛活の充翼こ努める道櫛的簾践意欲を賭う。

いじめを許さなしヽき 併 (11) 卒業文集最後の二行
T子さ―

いじめオ沖 ′ヽる筆者のを情について考えることを通して、人間性を′rlヽおくしろにするいしめの映酷さと、そんオF愚かないじめを引き起こす

人間の弱さへ議 きに気づき、翻 ド翻講憩 帝ヽじめや不正な言動を断固として許きなし遭徳的僧度を養う。

人と人とのつながり 辟 16) 六万円のdほ
崩 さんが捜してくれていることを知った猪腎屋さ崩嚇めわけを考えることを通して、互いを思予や り、尊重し合う人間愛の尊さに気づき、思Vや

りをもつて人と接するとともに、自分を支えてくれる大 に々感謝し、応えようとする鞭 を養う。

自然と互】望生 D― (201 擦幾のこと
講 の人々 による自然再生の取り組みを知り、畑 が自然と共存していくことについて話し合うことを通して、自然の螺高さや自然県斃を大切にする

ことの講 棚 平し、穆フで自夕Aの期 翌騨ら莉ヨ懃町実践意欲を培う。

7

自己の向上を図る 卜 ③ 自分と向き合う
又吉直樹さんや町隠瑠唯週孝の姿から、人4よ自己を見つめて、臨こ悩みながらも、個性を生かし、伸ばしていこうとすること韓 あることに気

づき、自らの向上を図るとともに、個性を仲ばして充実した生き方を追求していこうとする鰤 を培う。

生きる希望と喜び D― 1221 君たちはどう考え、どう生きるか
さまざまな意見を訥しく いじめと人間としての生き方について考え、いしめの残酷さやそ蛸 底にある人間η刃騒さく弔担さに気づき、自らの弱さや醜

さと向き合つて、それを乗り越えていこうとする道胸的態度を養う。

′Lゆ らゝ信頼できる友達 肝 18) ライノ彰レ
友情をめぐる良′との町司こ苦しみながらも、

―
り越えていこうとする啓介と康夫のlL靖を共醒llに理解することを通して、′とめヽら伺傾できる友

連のよさく状 剪さ1菰づき、鶴 鵬肱 互しヽこ励ま慟築 、ヽ高蛤 う濶陳を築いていきたぃと願う首 騨兎憎を育仇

e

自己の行為の責任 卜 (1) ピヨ子
さくらのittl像力瑚散したこと‐の登場人物の姿勢こついて考えることを通して、鵬 における行為と賣任の関係を見つめ直すことの大切きに気づ

き、自ら考え、判断呟 実行し、自己鉾 紳嚇窃Hこ墳任をもう罰帥蠅綾を養う。

本Ll喪の美しさ 肝ぐ) 挨拶のちから
挟拶に込められ翔思しや客L機の意秘こついての意見交流を通して、l目手の人格を認お′)、 尊敬勘 を伝える本L艤のよさや大切さに気づき、時と場

円応して適切な言動をとろうとする道鱒的喫隣意欲を培う。

勤労の尊さや意義 併 (13) 分身ロボットカフェヘようこそ
分身ロボットカフェて'働く酒井さんの

「
ぃ彰ヽを考えることを通して、自分の自助 を発揮して、社会に参加することで得られる勤労の喜Ю蜘 こ気づ

き、勤労を通じで性餌輔 していこうとする鰤 を培う。

笥頷まえヽ 凋謝 併 (61 人々嚇 や支えに応えようとする態度楼 う。

10

乍鈴買と麟 辟 ③ 〕 つ迪 範 駅
卿 て相手を信じることができずにすれ連う二人の′酬旨を考えることを通して、互予ヽの人間性を信じて思予ヽを伝え合える信頼の大切さに気づき、

互しヽ理勢陀深め、悩みや葛藤を経験しながら築か▼した衛欄寧 く人間関係を尊ぷ道曲鞠と情を育晩

思|やりの心 レ 161 月明かりで時 た鱒
I先注の難 ちナど察して電気を消すY先とと、そ才,謝して声をあげ拍手を送る先生たちの甲bいについて考えることを通して、相手の重徹こならない

思いミ。りのよさくう人,Jさ tЧ気づき、深い理解と期 こ基́づく緻 くヽうりの′いを大Яに

'る

融 L情を説

支え合う家族の絆 併 (141 尊い玉子
事l音を聞ヤ北家の圭人的 かヽら、「ボメ刊、魚 母のユいにつぃて考えることを通して、深ヤヽ愛育て結1封した家族のよさに気づき、層謝と微愛Q念を

もつて雑 ビ活を集き、典こ支え合う家族を大
‐
切にする道餌1,と情を説

生命倫理をめぐる葛藤 l>(191 ド井
二つの投書の意見の開自こある命に対する感じ方や考え方を際り、生命l律理の間圏こついて考えることを通して、人間の生命は多面的・多角的にとら

えることができることに気づき、自イ也♂ノヒ命の尊】故を守る酪 1時度を養う。

11

法やきまりσ)意義 併 (101 魂 の鞘
元さスンが三通の雪氏/サ らヽ「この年になって初めて考えさせられること」について考えることを通して、法やきまりにl― ψ諄を守るなど立法され
た意議があることに気づき、主体的に遵法することで規律ある安定した社会の実現1勒る道密l岬断力を高めるぢ

潮向 曇帥 ⊂ (11) ネルツン・マンデラー
ネルツン・マンデラが目指した理想の実現lこついて考えることを通して、謝 け る人間朔目さと受け入れる者の強さに気づき、正義と公正さオと́重ん

じ、誰日村しても公詔こ接して、翔 Iよくヽ偏月ρなヤ北会の実現こ努める中 を培う。

理想を追い求める 卜 ① 風|,こ立つライオン
「即に向力つて立つライオンでありたセ」 と願う「僕」の生き冽 こつ帝

気づき、自らの人生を切り拓い ていく

よりよく生きる喜び ♭ 122) 人の弟子
フキノトウを見て再起しようとする道信ミ 自勤 弱さく報 さを乗り越えよう

とする人間♂勲さ式鶏 さに気づき、人間としてより ていこう

12

脚 、  聯 l>121) メジロ
ジロの命を奪つてしまつた「不】』例思いを失感的に理解することを通して、人間には人の力を超えたものを素直に感じ取り、摂才弼l)LE｀あることメ

に気づき、生命の尊さを自覚し、人間としてのあり方を見つめていこうとする道徳的実践意欲を培う。

首麟哨鈎S愧叶硫上き方 肝 (1) ′lヽさ′F手鏡
峯者の考えを知り、道衛科質の学習を振り返ることを通して、自己魁憔 他柳刷憔 チ謂露鞠生基づく自己の生き方を考える大夕lさに気づき、道徳的

自覚に支えられた自律的な生き方を通じて人間としての誇りを大切にしようとする道櫛的映践意欲を培う。

につ緻 浴 い 隣 16) あるフこ巳のこと
挨拶板lこ深々 と頭を下lデる少年を目撃し中 を共感的に理解することを通して、人と人(ア)愚笏融冶いのよさに気づき、人は互いに支え合つ

て生きていることを自覚し、思いやりと盛 llり心をもつて他謝こ接しようとする道簡的喫勝憲欲を賠う。

1

国と国との友好の絆 ← (181 海と空―― 人々―
エァレトヮールノウ 話を知つた「不幻 の甲ぃ,ヽについて考えることを通して、匡}覧名越えて助け合う人間のよさ― さに気

づき、世界の呼和と人類の

発展のため、他国の人々と支渚釦ヽ助け合うことを願う道衛的1と情を育仇

ク賄騨b ← (101 ペビーカ静
ベピーカー識争妍関 鋤 て考お ことを通して、

―
ヨぷす獅 の大切さに気尭 、遵協構神とそれを螂 L遊大側としく 誰も力尊らしくれ サ詑脚 鬱める

騨 罐 を養う。

伝統炭化滋守り受lす継ぐ ← (171 運命rの本―帰W伽影ウ夫世―
脚 大襴こ込めら才悦 )ゞ 硼々思いを動 に理解与ることを通して、先人の残した伝統町∽ 大切さとそヤ姥守り受明蜘 でヽいくことの練謝項

づき、我が国の働漁ナま 化の継承と文化の餌臼輔 しようとする道鱒的喫践意欲を賭う。

2

社会のつながり 併 (121 まわりの人々とつながりをもち住みよ▼壮 会を目|― を養う。

生命尊重の念 併 (19) 十五分後軸
冦染艦q鍋鋤ξな予ヽ女性の出産という斎跡のような出来引こついて話し合うことを通して、人間の力を超えた生命の利巴強さや尊さについて、その連

続世く葡 l離′Fども含めて理解し、力ヽすがえの′F帝 4命を尊重しようとする道鱒的実践練欲を賠う。

雑 の現銅発に紳 る 併(10 千年先のふるさとヘ
「ヤ`のちの剤 iJ t塁められた剣 II中学校の生徒たち明 土に対する思彰ヽこついて考えることを通して、その1日こ生きる人々を育スッできた郷とが千1す

る無 ′どHR“面に気づき、自らで「郷 土を愛し、ヨ=榊9にその発尉こ努めようとする適約軸映践慮欲を培う。

卒欝 画l ← (121
ゼロ・ウェイストの町

鶴 帥

ゼロ・ウェイス をヽ考えることを通して、社会の磁朔こ主体的に参画し、多くの人々

よりよし北会の実現を目指庁道鱒的実繊憲欲を賠う。浙印ら、

3

真理をとT針る態度 肝 15) ′l勒きI瓶 宇宙桁 く く新しヤヽ可勘ビV羽芍tq瑠れのよさ耕胡さ8無賞、輿印協硯しく

人間としてrッ誇り1ドわたとき方 D― 1221 響け、不ムT)トロンポーン
自ゲν勇層さ輔さ1韻掟、

意猟赳略う。

して嚇 りあるとき方のよさ鯨筒きIむヤた、自らも弱さ轍 さを乗り越力働〔:x

1年間のふり返り



教 科 名 年間授業時数 学  年

サイエ ンス (課題研究 ) 39 3

授 業 形 態 指 導 者 名

二斉授業

武下晃慎

景山真基子

小山有紀

金谷久美子

長谷川 禅
木挽屋菜摘

加門敏弘

吉本亜希穂

森 逸美

川合耕平

岡田康隆

柏木洋輝

目  標

生徒が自ら問いを立て、情報を収集 。整理・分析 し、論理的に思考 し

なが ら課題 の解決 を図る探究的な学びを通 して、主体的に学ぶ態度や課

題解決能力 を育成す る。また、調査・実験 P発表などのプロセスを通 じ

て科学的に調べ る能力 と態度を身に付 け、情報活用能力、コミュニケー

シ ョン能力、協働的に学ぶ力を高めるとともに、自己の興味・関心を深

めなが ら将来の進路選択への意識 を高める。

学習のね らい

①課題研究において探究内容を社会科学、人文科学、自然科学等に分類し、

文献の調査の方法を身に付ける。

②文献調査をヒントに探究課題を設定し、課題意識を持たせるとともに、様

々な解決方法を考えさせることによつて論理的な思考力を身に付ける。

③論理的思考力を構成する様々な推論形式 (ピアジェの形式的思考操作)

を強化することによつて、認知能力の促進 。加速を図る。

④研究発表会、論文集を作成し、 3年間のサイエンス:グ ローバル・AMAKI
学・各教科の学習の集大成とする。

評価の観点

①課題解決のために様々な解決方法を考えようとする態度が身に付いている。

②課題を解決するために実証的、論理的に考えたり、分析的、総合的に考

察したりすることができる。

③形式的思考操作ができる。

④他者の意見を参考にして論理的な思考や判断をし、自分の考えを論述する

ことができる。

⑤自分の意見を適切にまとめ、効果的な発表ができる。

先生か らア ドバイス

(授 業の受け方、ノー

トの取 り方など)

。積極的に授業へ参加 し、自ら学び、自ら表現する力を身に付けましょう。

・課題探求の過程では、答えが一つには決まらない課題も出てきます。柔軟

な発想や調査活動を通 して様々な可能性をしつかり考えましょう。

・仲間や先生 との議論を通 して、批判的、複眼的、分析的に考え、自分の

考えを論文で発表 しましょう。

・グローバルで学習 している言語技術の手法 とサイエンスで学習 した科学分

析方法を利用 して、自分が研究したい内容 (各教科で得た知識)について

意見が言えた り、文章が書けたりするようになりましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分 授業 )

学期 月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

前

期

4

5

6

7

8

9

。方針説明
。ゼ ミ開講・ゼミ内の計画方針
。テーマ`リ サーチクエスチョン探 し

`テ
ーマtリ サーチクエスチョンの決定

。テーマtリ サーチク■スチヨン検討会
。文献調査など各自の活動
。研究計画 を立て る。
・調査や ヒア リングを行 う。

。研 究 中間報告

B調査、研究

。調 査結果 をま とめ る。

4

4

4

3

4

。ゼ ミ内の年間計画を立て、組織的、効率的に

活動できる環境を設定する。

。担当教師としらか りとディスカラションをす

る。

。文献調査から導かれた新たな課題について個

人で探究活動をすすめる。

・ゼ ミ担当者がア ドバイザーとなり、探究方法

などについて計画を立てる。

。ヒアリング調査、質問調査、インタビュー調

査や実験など体験を通して課題を解決 してい

く。

・文献やインターネットを使つて情報を収集すること

ができる。

。集めた情報を人にどのように伝えるかその内

容のまとめ方を習得する。

後

期

10

11

12

1

2

・ 論 文作成 の準備 をす る。

。粗原稿提 出

・ 論 文修正

。研究論文集の作成

。ポスターの作成

。発表準備

・課題研究発表会

5

4

3

4

4

Thittking Science、 グローバルの授業で学習

した科学的分析方法や、パラグラフライティ

ングの手法を用いて調査探究をした内容につ

いて論文を作成する。

・フ
°
レセ
ヾ
ンテーションの技能を身に付ける。

。研究の成果 をま とめる

。1年 間の研究成果 を発表する。

総 時 間 数 39


